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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２３年７月１９日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合中国地協第３１回定期総会 
 

 

 
 

 ＪＲ連合中国地方協議会は、７月３日、「米

子ワシントンホテルプラザ」において第 31回

定期総会を開催し、向こう１年間の方針を決

定した。会場には中国エリアの各単組から約

30名が集結した。 

冒頭、中国地協を代表して大瀧浩二議長（Ｊ

Ｒ西労組岡山地本執行委員長）が挨拶に立ち、

安全の確立、２０２３春闘、組織の充実・強化、

取り巻く環境の変化に伴う政策課題等について述べ、「会社組織は再編をしているが、労

働組合としては仲間意識を大切に、世話役活動に引き続き取り組もう」と各単組での取

り組みを改めて要請した。 

ＪＲ連合からは宮野勇馬企画局長が出席し、交運共済のこくみん共済 coop への契約

移転に関する取り組みへのお礼を述べるとともに、「確認会話」などの安全確立の取り組

みや、地方路線に関する現状と課題、物流や建設現場における２０２４年問題への対応

や、積年の課題であるＪＲ連合への総結集など、昨今のＪＲ連合の取り組みを共有し、

ＪＲ連合への一層の結集を呼びかけた。 

ＪＲ西労組からは福本英治企画部長らが出席し、代表して福本部長は、安全、労働条

件、組織課題について触れ、「コロナ禍で人間関係が希薄になってしまった。組合員の声

を集めるためにも、コロナ禍前のような濃密な人間関係を取り戻し、『絆』を深めよう」

と団結を呼びかけた。 

議案として、石松大介事務局長（ＪＲ西労組広島地本執行委員長）から運動方針など

が一括で提起された後、質疑応答において青女役員から「本年 10 月に地協で３年ぶり

にレクをするので、グループ労組含め、若手に声掛けをお願いしたい」「離職防止の取り

組みを引き続きお願いしたい」などの発言があり、答弁の後、満場一致で確認された。 

役員選出では、これまで議長を務めた大瀧氏を副議長とし、新たに石松氏を議長に、

大川達也氏（ＪＲ西労組米子地本執行委員長）を事務局長に選出し、新たな三役体制と

することが確認され、石松新議長の団結ガンバロウで力強く会を閉じた。 

 


